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　「分類表」にもとついて特に注目すべき数値を抜き出したのが表3，それ
をグラフにしたのが図1である。図1には表1における和＋漢の比率も併せ
て示した。なお，奈良時代はもともと混種語が6例しかないので図1から省
いた。
　表3は前項，後項のいずれかに次のような形態素を含む語の数である。
　　ア　和語形態素の接辞　　例：大勢　薄化粧　不思議さ　坊主め
　　イ　和語形態素の動詞　　例：譲り状　立ち往生　気遣ひ　不出来
　　ウ　漢語形態素の接辞　　例：両足　雑煮　娘御　鎌倉中
　　工　漢語形態素の動詞　　例：懸想文　存じ　熊野参詣　取り沙汰
　「分類表」および図1から言えるのは次のようなことである。
　第一に，奈良時代はもちろんのこと，平安・院政あたりまでは和＋漢，漢
＋和ともに名詞＋名詞が多い。その後もずっと名詞＋名詞のものが多いが，
後世になるとそれ以外の結び付き方も増えてきて，結び付き方が段々ヴァラ
エティーに富んでくる。
　第二に，「なま～」「～げ」のような，和語形態素の接辞を含む比率は鎌倉
・平安・室町前期の順に高く，室町後期・江戸前期は低い。この傾向は図1
からもわかるように，和＋漢の比率を示す曲線によく似ている。和語形態素
の接辞の中で特に多く出てくるのは「大（おほ）～」や「小（こ）～」など
であるが，これらはどの時代をも通じて種々の形態素と結び付くことのでき
る，日本語の中ではもっともポピュラーな造語成分である。このような接辞
が漢語につくと当然，和＋漢の混種語が多くなる。和＋漢の中で名詞＋名詞
の数よりも接辞＋名詞の数が多い平安・鎌倉・室町前期に和＋漢の比率が高
くなっていることがそれを裏づけている。
　但し，江戸後期ではこのような接辞を含む比率がかなり高いにもかかわら
ず，和＋漢の比率は高くない。それは，漢語形態素の中にも「両～」「中～」
のような接頭辞がよく使われるようになっていること，漢語名詞＋和語動詞
の組み合わせが多いことなどがあげられようが，あまり明確な点を指摘する
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ことはできない。そういうことよりもむしろ，混雑語が増えると和十漢，漢
＋和のどちらか一方に極端に偏らなくなるということだろうと思われる。ち
なみに表1と表2を比較した場合，表2におけるよりも表1の方が和＋漢と
漢＋和の差は小さい。
　第三に，「取り」「作り」のように，和語形態素の動詞を含むものは時代が
下るほど増加する傾向が見られる。（和語形態素で時代が下るほど動詞が増
加することについてはすでに前稿②でも示した。）ところが，同じ動詞（動
作を表すもの）でも漢語形態素の場合は時代が下っても増加していない（図
1のエ）。阪倉篤義氏は，時代が下るほど和語の複合語の中で居体言（筆者
白井が動詞と分類したもの）が増える点を指摘し，名詞＋名詞の結び付きの
場合は二つの名詞の関係が曖昧であるが，居体言を含む場合は複合語の二つ
の要素の格関係が明確になり，機能を分析的に明確に表示するように変化し
てきた日本語の大きな流れに則したものであるというような意味のことを述
べている（注3）。確かにそういう面もあろうが，動作性を含んだ種々の表
現を考えてみると次のようなことも考えられる。例えば，はじめは単に「あ
そび」と単純語で表現していた段階があったであろう。しかし，これではあ
まりに意味が広く漠然としている。そこで和語形態素と結びついて「船遊
び」とか「遊びぐさ」ということばを造る。和語形態素と結びつけて種々の
表現をしていくと次第に，もっと特定の動作なり動作にかかわるものやこと
がらを表現したくなってくる。しかし，和語形態素同士では限界がある。と
ころが，表3のエの数値が示すように，漢語形態素の動詞の場合は，それら
が自由に種々の形態素と結び付いて，次々と新しい表現を造り出すというこ
とができない。となれば，残っているのは和語形態素の動詞に漢語形態素の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がくそ　　　　　　　　　　らく名詞を結びつける方法である。そこで例えば，「楽所あそび」「楽あそび」
「あそび法師」などの語を造る。混種語の中で和語形態素の動詞が，時代が
下るほど増加するのは，このように漢語形態素の動詞が種々の形態素と自由
に結び付くようになっていないことが要因としてあると思われる。
　第四に，同じ漢語形態素でも「大（だい）～」や「～中（ぢゆう）」のよ
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うな接辞，つまり形容を表す接頭辞や付属的な意味を付加する接尾辞は時代
が下るにしたがって増加してくる。これはさきに述べたことと関連するが，
「分類表」を見ればわかるようにそれらの接辞は同じものが多く使われてお
リヴァラエティーに富むとは言えないが，かなり自由に種々の形態素にっい
ている。加えて注目すべぎ点は，室町時代後期以後「不出来」「不躾」のよ
うに「不～」のかたちが出てくることである。このような否定を示す形態素
が合成語の前項にくるのは通常の和語の語構成にはないものである。このよ
うな語が出現するのは当然下地として「不断」「不通」「不案内」のような
「不～」のかたちの漢語があって，しかもそういうかたちに相当馴れていた
ことが汲み取れる。
　漢語形態素の揚合，名詞が一番取り入れられやすく，また，他の形態素と
も結び付き易かったのはもちろんであるが，それに次ぐのは接辞であり，動
詞が一番造語という点では取り入れられにくかったことがわかる。
3．　まとめ
　混種語の語構成も基本的には和語の合成語に見られる語構成によっている。
これは言いかえれば日本語の文の構造にかなうような構成になっているとい
うことである（注4）。その意味で「不出来」のような「不～」のかたちも，
本来の和語には見られないながらも「修飾一被修飾」という日本語の文構造
に逆らわないものとして，多くの漢語に馴れたのちには和語の形態素と結び
付いた混種語としても作りだされるようになったのであろう。しかし，「動
詞一目的語」のような構造の語は漢語それ自身の中では一般的であっても日
本語の文構造になじまないゆえに，混種語としては江戸時代後期までのこの
調査では出現してこなかったと思われる。「漢語形態素の動詞A＋和語形態
素の名詞B」の形式をもつ混種語は少なくないが，それらはいずれも「Aす
るところのB」のように「修飾一被修飾」の構造をなすものばかりである。
現代語では少数ながら「省エネルギー」「防かび」のように「BをAするこ
と」という「動詞一目的語」の混種語がある。このような語構成の混種語が
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いつから出現するようになったのか明らかでないが，少なくともこれらの語
が現代語にあるのは，漢語の語構成ばかりでなく，同じく「動詞一目的語」
が文構造として一般的である英語にわれわれが馴れてきていることも大きく
関与していると思われる。
　更に付け加えれば，借用語として漢語を採り入れたとき，名詞，接辞，動
詞の順で自由に造語できるようになったことを考えると，外来語を形態素と
して新しい語を作り出す場合も似たような順序で採り入れられると推定する
のもあながち無茶なこととは言えないであろう。
注1　前稿①のp．68表1に誤りがあったので次のように訂正する。
平安の合計
平安の％
室町後期の資料数8の欄
室町後期の※
　注2
　誤
570
14．6
　2
341
　正
571
14．　7
　9
350
　　　外来語形態素を含み，且つ，複次的結合をなすものは前稿①における調査
　全体の中で「さげタバコ盆」一語のみであった。これは「複次結合」にではな
　く「含む外来」の方に入れた。但し，この語は一資料にしか出てこないため，
　「分類表」には含まれない。
注3　阪倉篤義『語構成の研究』p．473（昭和41年　角川書店）
注4　奥津敬一郎「複合名詞の生成文法」『国語学101集』
　　　鈴木丹士郎「二字漢語の字順についての問題」p．279『国語論究1　語彙
　の研究』（1991年　明治書院）
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